






はじめに 

新生児黄疸に対して,光線療法が行なろれるようになって以来,臨床的に核黄疸と診断され

て生存し,いわゆる脳性小児麻痺としてフォローされる症例はほとんど見られなくなった。

われわれが経験した症例も,ほとんどは Rh 血液型の判定ミスによるような症例である。し

かし,臨床的に診断が困難で,また,低ビリルビン値であっても死亡後病理解剖で初めて核

黄疸が指摘されるような症例をしばしば経験する。今回は,昭和 47 年から 59 年までの 13

年間に,このような剖検所見で確認された核黄疸症例を検討し,その頻度や最高ビリルビン

値との関係,また,ビリルビン値以外の因子や,合併症などもあわせて検討することを研究

目的とした。また,その結果により,光線療法の適応基準なども再検討できる可能性も期待

した。 


